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円 Cに内接する半径が等しい 2つの円 Bがあり，
2つの円 Bは 2点で交わっている。半径 1の 3つの
円Aは上の円と下の円が円Cに内接し，上の円と中
の円および中の円と下の円それぞれ互いに外接して
いる。また，中の円は 2円Bの 2交点を直径の両端
としている。円 Bの半径を求めよ。
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解答
3つの円Aの直径の和が円 Cの直径に等しいから

円 Cの半径は 3
である。2つの円 Bの共通弦の中点は真ん中の円Aの中心であり，これをMとおく。
この共通弦の端点を N, 左の円Bの中心を B1, 半直線MB1と円Bの交点を B2とする。
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円 Bの半径を rとおくと
B1N = B1B2 = r

∠B1MN = 90◦であるから，三平方の定理より
B1M =

√
r2 − 1

B2Mは円 Cの半径でもあるから
r +

√
r2 − 1 = 3√

r2 − 1 = 3 − r

r2 − 1 = (3 − r)2

− 1 = 9 − 6r

∴ r = 5
3

(答)
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